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総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標

政 策

施 策

総合評価
評
価
担
当

局名

課・室名

電話番号

１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価
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達成度
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成
果
指
標
③

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況
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令和 年度2 高松市施策評価表（元年度分）

2017

2018

2019

2020

2023

令和 年2

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

拠点性を発揮できる都市機能の充実

中心市街地の活性化

都市整備局

住宅・まちづくり推進室

087-839-2136
Ａ

　高松市中心市街地 　中心市街地の機能強化を図るとともに、魅力ある商業・業
務空間の形成や、まちなか居住を促進する再開発等の事業を
推進することにより、中心市街地の活性化を目指す。

中央商店街の空き店舗率
％

年度29 年度30 元年度 年度2 年度5

17.8 16.9 15.5 14.9 14.9

　各商店街でイベント等の実施によるにぎわいの創出や空き店舗活用
事業による店舗の出店誘致など、活性化に向けた様々な事業が行われ
ることにより、改善は見られたが、令和元年度の空き店舗率は、目標
値を下回る結果となった。

％96.0

点28

中央商店街の歩行者通行量
人

年度29 年度30 元年度 年度2 年度5

118,567 128,854 134,083 97,721 97,721

　令和元年度の歩行者通行量は、瀬戸内国際芸術祭２０１９開催によ
る観光客の増加や、各商店街のイベント等の実施によるにぎわいの創
出など活性化に向けた様々な事業が継続的に行われていたため、目標
値を上回る結果となった。

％137.2

点30

中心市街地の居住人口の割合
％

年度29 年度30 元年度 年度2 年度5

4.8 4.8 4.8 5.1 5.1

　前年度から２７０人減の２０，３８３人とほぼ横ばいで、居住人口
割合としても前年度と同様の４．８％であり、目標値の達成には至っ
ていない。

％94.1

点28
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23.1

位 （ ％）35 20.0 位 （ ％）47 19.0 位 （ ％）42 23.1
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7

5

27.3

24.7
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位 （ ％）6 27.3 位 （ ％）7 24.7 位 （ ％）5 27.8

31

37

39

64.8

60.7

66.4

位 （ ％）31 64.8 位 （ ％）37 60.7 位 （ ％）39 66.4

年度29 年度30 元年度



４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）29 年度（決算）30 元年度（決算） 年度（予算）2

109,484 139,630 230,331 948,940

43,777 52,556 98,796 99,858

153,261 192,186 329,127 1,048,798

　民間主導により、丸亀町商店街等で計画された再開発のうち、未着手の街区において、より魅力のある空間を創出することによ
り、中央商店街全体のにぎわいを取り戻すことを目指しており、事業化に向けた関係権利者の合意形成や事業スキームの確立が課
題である。また、第３期高松市中心市街地活性化基本計画に掲げた３つの指標のうち、２つの指標が数値目標の達成には至ってい
ない。新型コロナウイルスの感染拡大による外国人観光客の大幅減や消費の落ち込みにより、今後、厳しい状況が続くと想定され
ており、中心市街地の活性化や賑わいが創出できるよう、官民一体となって取り組んでいく必要がある。

　激しさを増す都市間競争において、本市の優位性を更に高めるために、中心市街地の活性化は重要な継続課題であり、社会経済
情勢を見極めながら、各事業の進行管理や精査・検討を行うことで、効果的に事業に取り組み、拠点性を発揮できる都市機能の充
実を図るため、現状分析や課題の抽出を行い、たかまつ創生総合戦略、高松市立地適正化計画等を踏まえた第３期計画に基づき、
民間事業者等との情報共有や連携を図りながら施策・事業を展開していく。

豊かな居住環境の充実
Ａ

高松丸亀町商店街再開発事業
○ ○ ％100 Ａ 継続

丸亀町商店街の通行量
％100.8

南部３町商店街における優良建築物等整備事業
○ ○ ％85 Ｂ 継続

事業進捗率（事業費ベース）
％84.8



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

中心市街地の来街魅力の強化

（評価対象外）サンポート高松管理事業

（評価対象外）サンポート高松北側街区整備事業
○

（評価対象外）瓦町駅ビル利活用事業

タイムリーな情報発信による回遊促進
Ａ

（評価対象外）中央商店街調査事業

中心市街地活性化推進事業（住宅・まちづくり推

進室分）
○ ○ ％98 Ａ 継続

中央商店街の歩行者通行量

中央商店街の空き店舗率

％137.2

％96.0

（評価対象外）中心市街地活性化推進事業（交通

政策課分）


